
8

特徴

7

施設紹介〈5号炉〉

ボイラー
ドラム

主蒸気
減温器

ボイラ給水ポンプ

脱気器

蒸気タービン

発電機

ドレンタンク

排気復水タンク

蒸気
コンデンサ

エジェクタ
コンデンサ

エジェクタ

純水装置

消石灰

バグフィルタ

活性炭

再生排水槽

乾式有害ガス除去装置

供給ブロワ

タービンバイパス
減温減圧装置

水の流れ

薬品の流れ

蒸気の流れ

空気の流れ

ガスの流れ

廃棄物の流れ

ダストの流れ

灰の流れ

廃油の流れ

脱酸剤 清缶剤
復水タンク

清水タンク
より

薬液注入装置

メンテナンス用
冷却ダンパ

水噴射
ノズル

ドラム缶

各油圧シリンダーへ

各所へ

各計装
機器へ

油圧ユニット

空気圧縮機 ドライヤ

空気圧縮機 ドライヤ

空気圧縮機

雑用
空気槽

計装用
空気槽

ドライヤ

ヒートレス
ドライヤ

ステップホイスト2
(粗大物用)

ステップホイスト1
廃水ノズル

ストーカ

焼却炉

汚水ノズル

廃油ノズル

エコノマイザ

電気集じん器

EPダストコンベヤ

BFダスト
ホッパ

BFダスト
調温装置

EPダスト
調温装置

pH調整剤タンク

重金属固定剤タンク

重金属固定剤
タンク

BF灰コンテナEP灰コンテナ

EPダストホッパ

ガ
ス
冷
却
室過

熱
器

二次燃バーナ

二次送風機

ストーカ供給装置

エプロン
コンベヤ

換気ファン
押込送風機へ

押込送風機

コンテナ

コンテナ

既設再生油タンク

※2へ
※１へ

※3より
冷却塔より

※４より

※3へ

※2より

※1より
ストーカバーナ

※4（汚水ノズル）へ

連続ブロー装置より

補給水

補給水

灰出コンベヤ

灰出排水槽
冷却水
薬注装置

冷却塔
純水装置へ

機
器
冷
却
部

汚水タンク

ボイラー灰コンベヤ

既設清水タンク
灰出排水槽へ

廃水タンク1(廃酸用)

廃水タンク2(廃アルカリ用)

廃水タンク4(特管廃アルカリ用)

廃水タンク3(特管廃酸用)

13号廃棄物
ガラスくず
金属くず
ゴムくず
動植物性残さ
繊維くず
木くず
紙くず
廃プラスチック類
廃アルカリ
廃油（非危険物）
汚泥

再生油

特管廃アルカリ

廃アルカリ

特管廃酸

廃酸

廃油（特管）
廃油

13号廃棄物
動物の死体
感染性廃棄物
ガラスくず（粗大物）
金属くず（粗大物）
ゴムくず（粗大物）
動植物性残さ（粗大物）
繊維くず（粗大物）
木くず（粗大物）
紙くず（粗大物）
廃プラスチック類（粗大物）
汚泥（粗大物）

ボイラーダスト除 去装置

灰出排水槽へ

循環飛灰
供給コンベヤ

誘引通風機
（インバータ駆動）

既設誘引通風機

既設煙突

4号炉排ガス
（バグフィルタより）

循環飛灰
搬送コンベヤ

（pH調整用）

飛灰混合機

補給水補給水

ダスト切出スクリューコンベヤ

ストーカ火格子の保護
階段炉に使用される火格子の表面を特殊な表面
保護材でコーティングすることで、耐久性を向上さ
せながら安定運転を実現しています。

飛灰再循環システム

蒸気タービン発電機
二次燃焼室を出た燃焼ガスは廃熱ボイラに入
り、圧力3メガパスカル、温度300度の高圧蒸気
を発生させ、この蒸気タービン発電機を回して、
最大1900キロワットの電力を発生させます。

中央制御室5号炉全景
バグフィルタで使用された消石灰のうち、一部を、飛灰循環
設備により再度、バグフィルタで使用し、消石灰の使用量の
削減を行い、環境負荷の低減を行っています。

各設備の監視や運転操作は、中央制御室にて行われ、ここ
では、プラント各所の温度・圧力・ガス量などの運転状態がコ
ンピュータの画面上で表示されています。 

連続ブロー装置

廃熱ボイラ

ボイラーダスト除去装置
ハンマリング装置を用いて、ボイラーダストの除去を行って
います。


